鳥取県気高郡鹿野温泉の地質 by 杉山, 隆二
ll
鳥取 県気 高郡鹿 野温泉 の地質
杉 山 隆 一 *
目
A.鹿野温泉附近の地質一般
a.基盤岩類
(1)角閃石黒雲母花拭閃緑岩類
(2)優白ペグマタイト質黒雲母花尚岩類
(3)細粒石英閃緑岩乃至石英閃縁埼岩類
b.新第三系 (いわゆる三朝層群)
(1)玄武岩層 (玄武岩とその火山砕層岩)
(2)安山岩層 (紫蘇輝石粗面岩質安山岩
とその火山砕屑岩)
(3)石英安山岩層 (角閃石紫蘇輝石石英安山
岩とその火山砕層岩及び火山円硬岩)
(4)石英粗面岩 (岩豚)
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鳥取県の昭和34年度温泉綜合調査の一部を
当岡山大学温泉研究所温泉化学部門 (阪上正
信**ほか)も担当することになり,その援助
のため,昭和34年11月,筆者は鳥取県気高郡
鹿野温泉附近一博の地表地質調査及び鹿野今
市温泉の電気探査を行った.その後,昭和35
年2月,鹿野町の依頼により,鹿野今市温泉
南方丘陵の麓における新泉源試錐位置選定の
ため電気探査を行った.更に,鹿野今市温泉
と浜村温泉との中間にある木梨温泉徴候地の
電気探査を行った.極めて短期の調査であ
り,不備･不満の点は多いが,それらの調査
結果の概要をここに報菖する.
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A.鹿野温泉附近の地質一般
鹿野温泉附近の地質図を第1図に示す.こ
の附近の地質は,主に花尚岩類よりなる基盤
岩類と,これを被う新第三系 (いわゆる三朝
層群)とである.
a,基盤岩類
いわゆる花尚岩類は,(1)角閃石黒雲母花
置閃緑岩塀と,(2)擾白ペグマタイト質黒雲
母花尚岩類との2種に大別きれる.更に,こ
れらを貫く(3)細粒石英閃緑岩乃至石英閃緑
扮岩類があり,それらが新第三系 (三朝層群)
の基盤をなしている.
(1)角閃石黒雲母花南閃緑岩類
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この岩石類の主なる岩石は,角閃石黒雲母
花尚閃緑岩であり,主構成鉱物は角閃石 ･黒
雲母 ･石英 ･斜長石 ･正長石より成る.概ね
斜長石の量は正長石の量より多く,また加盟
長石が主に正長石である.鹿野町の西を通
り,ほぼ河内川に沿 う,北東一南西方向の断
層の南東側に分布する.この岩体中には,し
ばしば黒雲母石英閃緑岩 (いわゆるDbg)の
よく花尚岩化をうけた大小の捕獲岩塊が多
く,これは花尚閃緑岩体の前駆相である.特
隆 二
に,毛無山西斜面などにその発達が顕著であ
り,又,鹿野町南方小畑の沢の奥では,この
石英閃緑岩体中に花園閃緑岩体よりの分肢泳
が縞状に注入しているのを見る.
(2)優白ペグマタイト質黒雲母花嵐岩類
この岩石類は,粗粒優白ペグマタイト質黒
雲母花尚岩を主とし,白色鉱物としては主に
石英 ･微斜長石であり,正長石 ･斜長石は極
めて少量である.有色鉱物としては,極 く少
量の黒雲母を有するのみである.河内川に沿
う北東一南西方向の断層の北西側に分布して
いる.
(3)細粒石英閃緑岩乃至石英閃緑均岩類
この岩石類は,宮万の南方に小範囲に,ま
た小畑附近にはやや広く分布している.前記
の蘭花尚岩類を貫き,しばしば熱水白変質作
用を蒙っている.
b.新第三系 (いわゆる三朝層群)
基盤岩類を不整合に被って新第三系 (いわ
ゆる三朝層群)が発達している.新第三系の
基底には,しばしばアルコーズ砂岩乃至硬岩
層を伴っているが,地層の大部分は火山岩熔
岩流とその火山砕層岩類 (主に凝灰角硬岩)
及び火山円硬岩などより成っている.この地
層を火山層序学的に検討 ･区分すれば次の如
くである.
(I)玄武岩層 (玄武岩とその火山砕屠岩)
浜村西方の丘陵地において,花尚岩を不整
合に被っており,この附近の新第三系の最下
位のものである.河内吊の上流においても,
この層且 (member)を認める.
(2)安山岩層 (紫蘇輝石粗面岩質安山岩と
その火山砕屠岩)
玄武岩の火山活動を伴 う層員 (玄武岩層)
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鹿 野 附 近人 形 峠 三 朝 一 帯
浮石及び粘土層､段丘砂疎層 段 丘 砂 穣 層
や鉛山'石英閃緑岩乃至石英閃緑埼岩
石英粗面岩
石英安山岩乃至粗面岩
粗面岩質安山岩
竹木地山'火成岩塀
石英閃緑岩 と石英閃線輪岩類
石英粗面岩乃至石英斑岩
変質粗面岩男安山岩乃至扮岩
小木地山'火成岩類
や小鴨'優白ペグマタイ ト質黒雲母花尚岩類
(石英)閃緑岩
箆糟岩
や人形峠'角閃石黒雲母花南閃緑岩類
黒雲母石英閃緑岩 ぐDbg')
優白ペグマタイ ト質黒雲母花尚岩類
角閃石黒雲母花樹閃緑岩.
黒雲母石英閃緑岩 ぐDbg'!)
砂岩及び粘板岩
湖 山 ･高 路 - 鳥 取 附 近 l 地質時代 (推定)
段丘砂疎層､砂丘 l洪積層- 更新世
細粒アプライト質花樹岩
石英閃緑岩
石英粗面岩賃火砕岩,黒色質岩
石英粗面岩熔岩流
石英粗面岩,石英斑岩乃至花柄斑岩
安山岩 (変質扮岩)とその火砕岩
優白ペグマタイ ト質粗粒黒雲母在荷岩
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の上位には,安山岩の火 山活動を伴 う層員
(安山岩層)が累っている.調査地域の南緑
鷲峯山 .宅兼山一帯で,花尚閃緑岩類を不整
合に被っている新第三系はこの安山岩国であ
る.基底にはやや顕著なアルコ-ズ砂岩乃至
襟岩層が発達している.安山岩熔岩流は2枚
を認めた.
(3)石英安山岩層 (角閃石紫蘇輝石石英安
山岩とその火山砕屠岩及び火山円確
岩 )
鷲峯山山頂附近は石英安山岩の熔岩流より
成 り,上記の安山岩層を貫いてここに流出し
たものと考察される.小畑附近より浜村附近
にかけては,第2図に示す様な,地質学的溝
状低窪地帯である.この南北の溝状低窪地帯
には,この石英安山岩の火山活動を伴う地質
時代に発達 した著しい火山円礁岩層が分布
し,これが基底硬岩及びアルコーズ砂岩層を
もって基盤を不整合に被っている.この地層
はしばしば凝灰角僕岩層をも伴っており,火
山円凍岩層と凝灰角磯岩層との境界は判然と
しな一い場合が多い.この石英安山岩貫の火山
円磯岩層は,更に調査地域の東方に広く分布
し,いわゆる白兎層は概ねこれに相当するも
ののようである.鹿野今市温泉は,今市西方
に認められるこの火山円疎岩層の基底部に貯
溜した温泉である.
(4)石英粗面岩 (岩豚)
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今市西方丘陵の麓にある柿谷の池の北岸に
は,前記の火山円磯岩層 (凝灰角磯岩層をも
伴 う)を貫いて,石英粗面岩の岩腺がある.
著しい粘土化をうけており,後述する様に,
鹿野今市温泉の湧出路はこの岩泳であるかと
考察される.
C.対比と地質時代
鹿野温泉附近に分布する基盤岩類及び新第
三系を,人形峠附近より三朝温泉附近にかけ
て分布するそれらと対照 ･比 較すると,第 1
表の如くになる.又,その地質時代について
は,積極的決定資料はないが,一応筆者の見
解を表中に記しておいた.
B.鹿野今市温泉の地質構造
a.温度分布
鹿野今市温泉の既存の泉源について,試掘
当時に得た資料 (可成 り不正確なものではあ
るが)から,各坑井の温度上昇曲線を描いた
ものが第3図である.又,これらの資料から,
地下深度35m,50m,70m及び80mとそれぞ
れの深度面における温度分布をしらべ,極め
て大胆ではあるが,等温曲線を描いて見た･
それが第4図である.
b.電気探査の結果
電気探査は,LIO型大地比抵抗測定器を使
用し,Wennerの四極法によって行った.質
5図は,鹿野今市温泉及び木梨温泉徴候地附
近の地質図であるが,これに電探ボ-リング
図
14
7605'一甘;皿且イJCjO2
･讃. 芦
/J<′oノr/どコ丈
LJ∴ 癖澄み港 /J二. ..
∴@;,ArD
寺糾哲一食竜或 /出盲池- .索 廉ー 令町 l
~~一一､ --.一
の測点及び深度一定移動電探の測線の位置を
示した.
(1)地表地質調査の結果,松泉寺を境にし
て,明らかにその南東側には清水が湧出する
のに対し,その北西但mこは温泉がありまた井
戸にも温泉水を混ずることが判明した.地形
的にも,松泉寺 ･柿谷口 (中筋)試錐点 ･馬
池を抱く丘陵の南東緑を通るNNE-SSⅣ方
向の断層が推定される.従って,第5図に示
すNo.2及びN0.3の2測線につき,それぞれ
深度 10m及び20m･間隔5mおきに深度一定
移動測定の電気探査を行った.その電探結果
は第6図及び第7図である.これによって上
記の断層を確認した.
(2)松泉寺以北の今市部落内の井戸の水位
と,その東方越水の田の中の川の水位及び地
下水位とを比較すると,その間に1m以上の
高低差の急変が認められ,その間に不透水性
断層の存在が推定される.又,中園部落の西
方池谷 ･クラカケ谷附近の地表地質調査の結
栄,NNW～SSE方向の断層の存在が認知さ
れ,その延長が上記の断層に続 くものと推察
された.従って,その確認のため,第5図に
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第5図 鹿野今市及び木梨附近地質図
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示すNo.4及びN0.5の2つの測線につき
それぞれ深度20m･間隔5mおきで深度一
定移動測定の電気探査を行った.その結果
は,第8図の如くである.即ち,第1図及
び第5図に示す位置にNNW-SSE方向の
断層が存在することを確認し得た.そし
て,この断層が,前記のNNE-SSW 方向
の断層を切っていることが判った.又, こ
の断層が,NNE-SSW方向の断層の北西
側の温泉流を堰き止めて貯潤せしめている
ものと考察される.
(3)今市温泉西方の丘陵の地形を見る
と,NE-SW 乃至 NNE-SSW 方向の平
行断層がいくつか推定される.特に,丘陵
北縁に NE-SW 方向の断層が予想され,
又,鹿野西方河内谷の野列地質調査に際し
て,ほぼ河内川西岸に沿い別所 ･殿村附近
オ ロシ
在経て 卜石の西側から寺内に達する断層が
推定せられた.これは河内川のやや新しい
地質時代における旧河道を支配したものと
考えられる.この断層を確認するために,
第5図に示す位置の No･6の測線につき深
度20m･間隔5mおきの探庇一定移動測定
の電気探査を行った.その結果を第 9図に
示す.
(4)今市温泉の東側の丘陵の西縁班に,
断層の存在が予想されたので,それを確認
するため,第5図に示す位置のNo.7及び
N0.8の2つの測線につき,N0.7は深度
10m と20m,N0.8は深度20mで,それぞ
れ間隔5mおきで,深度一定移動測定の電
気探査を行った.その結果は第10図に示す
如くであり,第1図及び第5図に示すNS
方向の断層を確認し得た.また,この断層
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が西方に傾く正断層であることも判った.
C.地質構造
鹿野今市温泉の西方丘陵地を作る石英安山
岩質火山円疎岩層 (擬灰角磯岩層をも伴う)
は,概ね走向がN600-70oWで,NNEに傾
くものである.しかるに,寺内 ･中園西方の
丘陵地では,クラカケ谷附近において花尚岩
を不整合に被い,その走向は概ねN600-70o
Eで,SSEに傾くものである.そして,両
丘陵地を作る石英安山岩質火山円硬岩層は,
それぞれを南北両翼とする向斜構造をなして
おり,その袴曲軸はほぼEW方向でEに傾い
ている.即ち,東方に開いた向斜構造をなし
ている.そして,両丘陵間の低地は,前記の
様に,やや新しい地質時代の旧河道であり,
寺内西方丘陵の南縁及び今市西方丘陵の北緑
は恐 らくNE-SW 方向の断層であろう.
第
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又,この低地を通り,向斜構造を斜に切っ
て,河内川西岸よ り続 く前記NNE-SSW
方向の断層がある.更に,向斜構造の南巽を
切って,松泉寺 ･柿谷口 (中筋)試錐点 ･馬
池を抱く丘陵の南東縁を通る前記 のNNE-
SSW 方向の断層など平行断層がある.両丘
陵の東に開く谷-クラカケ谷 ･下谷 ･奥谷及
び今市西方丘陵の諸谷-は,東に開く向斜構
造に発達する扇の骨状の憤斜断層に沿うもの
であり,北方のものはSSE乃至SEに開き,
南方のものはNE乃至NNEに開いている.即
9 図
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第 1 1 図 地 質 断 面 図 1
ち, これら両丘陵の地形より,求心状の傾斜
断層が推定される.東方に開いた向斜構造の
憤斜側である東側を切って,今市部落東縁の
NNW-SSE方向の前記の断層もある.
鹿野今市温泉は,今市西方丘陵北縁の NE
-SW 方向の断層 ･今市部落東縁のNNW-
SSE方向の断層及び松泉寺 ･柿谷口 (中筋)
試錐点などを通るNNE-SSW方向の断層の
上記3つの断層によって,向斜構造の南翼が
囲まれた地域内に賦存している.
このNNE-SSW方向の断層は,
その粘土化不透水性のために,宿
南西馳よりの冷地下水の浸入を防
ぎ,他の2つの断層は,その粘土
化不透水性のために,温泉水を堰
き止めて,地域外への流出 ･浸出
を防いでいる.尚,柿谷に沿って
NE-SW 方向の断層があり, こ
れにほぼ沿って柿谷池北岸に著し
く粘土化した石英粗面岩岩豚があ
る.これが当温泉の湧出路となっ
ていると推察される.
鹿野今市温泉及び木梨附近の地
質構造を示す地質断面図は第11図
及び第12図の如くである.池質断
面の位置は第5図に示してある.
C.鹿野今市温泉南西方丘陵の麓におけ
る新泉源試錐位置選定のための電気
探査
鹿野町は,柿谷口 (中筋)試錐地点 (第5
図の①地点にほぼ同じ)において,深度 200
m試錐した,約50mで新第三系基底の不整合
面を抜け花尚岩基盤中に入ったが,それより
深い所には顕著な湧水がなく,試錐は失敗し
た.但し,坑底地温は80oC余 りもあった と
いっている.そこで,柿谷口附近において,
第 12図 地質断面図 2
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新泉源を求める必要があり,次の試錐位置選
定のため,電気探査の依頼 を受 けた.従っ
て,柿谷口 (中筋)試錐地点より丘陵の麓に
沿って,測点①より測点⑭までの14測点につ
いて電探ボーリングを行った.それらの測点
の位置は第5図に示した.
a.電気探査の結果
測点①より測点⑭までの14測点について行
った電探ボーリングのp-a曲線は第13図の
如くである.この資料を解析して.丘陵の鷹
に沿う地質断面図を作ったのが,第14図であ
る.又,この断面における等比抵抗曲線図を
描いて見たのが,第15図である.
測点①を試錐の結果,極めて浅く,高温の
温泉を採湯することに成功した.
上渇の資料を見れば,この附近における地
質構造について,再び詳述する必要はないで
あろう.
隆 二
要するに,鹿野今市温泉は,柿谷池北岸に
露出する著しく粘土化した石英粗面岩岩豚を
通路として,花尚岩中の地下深所の温泉水が
上昇し来り,主に石英安山岩質火山円株岩層
の基底の砂岩 ･磯岩層 (透水層)中を地層の
傾斜に沿ってNNE方向に浸透 ･流下し,節
記3断層によってこの温泉水は堰 き止めら
れ,これら3断層によって囲まれた地域,那
ち,今市部落一帯に広まって貯溜されている
ものである.寺内 ･今市間の南北両丘陵が挟
む低地は,可成り新しい地質時代の旧河道で
あり,恐らくこれよりの冷地下水浸入のた
め,温泉戯存地域の北部,特に北西部は,泉
温が低いであろうと予想される.
D.木梨温泉徴候地について
鹿野温泉と浜村温泉との中間,木梨の井戸
(第5図の木梨電探測点 ①において,温泉
の徴候が認められた.しかも,この井戸水
第 1 4 図
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中には,ウラン含有量が異常に高いことを認
めた.この附近の地質は前掲の第5図を, 蕊
たこの附近の地質構造については第11図及び
第12図を見れば明らかである.即ち,温泉徴
候地点は,花尚岩を不整合に被 う石英安山岩
質火山円磯岩層の東に開いた,前記の向斜構
造の北緑のやや北方に当っている.従って,
この不整合面の上,新第三系の基底部に旺胎
する温泉水が,浜村 ･鹿野間の地質時代の谷
の侵蝕によって削られたこの向斜構造の北緑
から提出し,上位の砂礁国中に提出して来た
ものであると推察される.更に,河内川西岸
に沿い,別所 ･殿村 ･下石 ･寺内を通る前記
のNNE-SSW方向の断層の延長が木梨附近
を通ることも予想される.
木梨温泉徴候地附近の地質構造を解明する
ために,第5図に示す位置に測点①よりarJ点
①までの8測点に電探ボーリングを行った.
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第 1 6 図
この電探の結果,それぞれの測点について
p-a曲線を描いたのが,第16図である.
この資料に基いて,深度3m,10m,20m,
-などの面での等比抵抗線図を措いたの
か第17図である.この深度3m及び10mの
図を見ると,池谷附近より測点①の温泉徴
候地点への低比抵抗部が認められる.そし
て,池谷は恰度花尚岩と上位の新第三系と
の境界に当っている.深度20m以深の図を
見ると,低比抵抗部は測点⑦より南東にあ
り,これが北乃至北西万に延びて来ている.
文,これらの図を見ると,NNE-SSW 方
向の断層の存在が察知される.次に,測点
①より③までの間及び③より①までの間の
断面における等比抵抗曲線図を描き,更に,
第 17 図
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これに p-a曲線の解析より得た地質断面
を記入したのが,第18図である.この図を
見れば測点④と①との聞及び①と⑧との問
に断層が認められ,これが前記の察知され
たNNE-SSW方向の断層を示すものであ
ろう.これらによって推察された木梨温泉
徴候地附近の地質を,第17図に示した.
鹿野温泉ならびに木梨温泉徴候地についての
地質学的諸問題のうち,地質構造について些か
ながら解明したところがあったので,その概要
を報告した･筒,この調査における電気探査の
測定は,当所麻田斉が主として行ったものであ
ることを附記しておく. (1961_1.15)
第18図等比抵抗曲線図と地質断面図
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